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『
酪
農
の
輪
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
を

通
じ
て
、『
酪
農

家
の
つ
ぶ
や
き
』

と
『
ペ
ラ
い
ち
』

で
日
本
の
酪
農

家
の
想
い
と
酪

農
・
乳
業
情
報

を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
自
然

の
恵
み
を
大
切

に
、
酪
農
家
が

生
産
す
る
乳
の

持
つ
価
値
を
最

大
限
に
活
か
し

た
商
品
を
消
費

者
の
皆
様
に
提

供
す
る
こ
と
で
、

健
康
で
豊
か
な

食
文
化
の
創
造

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

の
お
い
し
さ
を
活
か
し
た
牛
乳
を
つ
く
る
〞

た
め
、
２
０
１
６
年
３
月
に
乳
業
界
初
の
交

流
高
電
界
殺
菌
法
を
用
い
た
「
農
協
牛
乳
」

を
関
東
地
区
で
、
そ
の
後
２
０
２
０
年
３
月

に
は
東
海
地
区
、
本
年
９
月
末
よ
り
関
西
地

区
で
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
農
協
牛
乳
」
は
、
生
乳
本
来
の
コ
ク
と

す
っ
き
り
し
た
後
味
の
美
味
し
さ
を
実
現
し
、

当
社
を
代
表
す
る
牛
乳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
協
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
２
０
１
９

年
３
月
よ
り
「
農
協
珈
琲
」、
同
年
10
月
よ
り

「
農
協
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
売
し
て

い
ま
す
。

　
「
農
協
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
、
信
州
産
特
選
生

乳
１
０
０
％
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
、
な
め
ら
か
で

ミ
ル
ク
の
持
つ
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
を
そ
の

ま
ま
活
か
し
て
お
り
、「
農
協
牛
乳
」
と
同
じ

よ
う
に
、
酪
農
家
の
方
々
の
想
い
を
込
め
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
農
協
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

に
は
、
酪
王
協
同
乳
業
株
式
会
社
（
旧
、
東

北
協
同
乳
業
株
式
会
社
）
と
全
農
酪
農
部
の

ご
協
力
に
よ
り
、「
11
／
19

－

Ｂ
１
乳
酸
菌
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

酪
農
家
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

「
酪
農
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

２
０
２
０
年
12
月
よ
り
、
Ｊ
Ａ
全
農
お
よ

び
全
国
の
酪
農
家
と
協
力
し
て
『
酪
農
の
輪

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
「
農
協

牛
乳
」
の
店
頭
販
売
時
に
掲
示
す
る
『
酪
農

家
の
つ
ぶ
や
き
』
シ
リ
ー
ズ
と
題
し
た
Ｐ
Ｏ

社
員
獣
医
師
を
擁
す
る
乳
業
会
社

　

協
同
乳
業
株
式
会
社
は
、〝
酪
農
と
乳
業
の

共
生
〞
の
理
念
の
も
と
、
酪
農
家
と
農
協
、

企
業
が
一
体
と
な
り
、
１
９
５
３
年
12
月
に

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
以
来
、
70
年
近
く

に
わ
た
り
、
社
員
獣
医
師
を
擁
す
る
乳
業
会

社
と
し
て
酪
農
家
と
共
に
歩
み
、
お
客
様
の

立
場
に
立
っ
た
商
品
開
発
と
進
取
の
気
風
を

持
っ
た
確
か
な
技
術
力
で
、
数
々
の
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
商
品
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
５
５

年
３
月
に
デ

ン
マ
ー
ク
か

ら
輸
入
し
た

機
械
で
日
本

初
の
「
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム

バ
ー
」
の
生

産
を
開
始
。

１
９
６
０
年

に
は
日
本
初

の
当
た
り
つ

き
ア
イ
ス
「
ホ
ー
ム

ラ
ン
バ
ー
」
を
発
売

し
、
昨
年
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
５
６
年
12

月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
か
ら
テ
ト
ラ
パ
ッ

ク
マ
シ
ン
を
輸
入

し
、
日
本
初
の
紙

パ
ッ
ク
牛
乳
で
あ
る

「
テ
ト
ラ
牛
乳
」
を

生
産
開
始
し
ま
し

た
。

　

今
年
で
発
売
40

周
年
と
な
る
本
格
的

な
「
カ
ス
タ
ー
ド
プ
リ
ン
」
は
、
当
時
ケ
ー

キ
店
や
カ
フ
ェ
で
し
か
味
わ
え
な
か
っ
た
カ

ス
タ
ー
ド
プ
リ
ン
を
誰
に
で
も
手
軽
に
お
届

け
し
た
い
と
い
う
想
い
で
商
品
化
し
ま
し

た
。
こ
の
量
産
化
技
術
は
業
界
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に

〝
原
料
に
こ
だ
わ
り
、
素
材
の
良
さ
を
活
か

す
〞
と
い
う
発
想
は
、
当
時
の
乳
製
品
業
界

の
一
歩
も
二
歩
も
先
を
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
９
月
に
は
東
京
都
酪
農
業
協

同
組
合
・
東
京
都
多
摩
地
域
の
酪
農
家
・
協

同
乳
業
の
３
者
が
共
同
開
発
し
た
「
東
京
牛

乳
」
の
発
売
を
開
始
。
東
京

都
ブ
ラ
ン
ド
の
酪
農
家
限
定

牛
乳
と
し
て
、
２
０
１

０
年
10
月
に
東
京
都
地

域
特
産
品
認
証
食
品
の

認
証
を
、
さ

ら
に
２
０
１

７
年
３
月
に

は
地
域
団
体

商
標
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
８
月
に
は
、
世
界
で
初
め
て
、

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
Ｌ
Ｋ
Ｍ
５
１
２
を
用
い
て
マ
ウ
ス
の
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
に
成
功
。
そ
の
成
果
論
文
が

米
国
の
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
Ｌ
Ｋ
Ｍ
５
１
２
は
特
定

保
健
用
食
品
「
お
な
か
に
お
い
し
い
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
商
品
で
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
〝
よ
り
良
質
な
生
乳
が
持
つ
素
材
そ
の
も
の

Ｐ
と
、
流
通
業
界
の
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
向
け

に
、『
ペ
ラ
い
ち
』
と
題
し
た
、
酪
農
家
の
つ

ぶ
や
き
に
出
演
し
た
酪
農
家
の
紹
介
と
と
も

に
、
日
本
の
酪
農
・
乳
業
と
牛
乳
・
乳
製
品

の
情
報
資
料
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
『
酪
農
家
の
つ
ぶ
や
き
』
第
一
弾
は
、
北
海

道
士
幌
町
で
酪
農
を
営
む
山
岸
牧
場
の
北
出

愛
さ
ん
が
作
成
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
た

『
牛
乳
「
冬
が
旬
」
』
で
す
。
牛
乳
は
冬
場
に

消
費
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
暑

さ
が
苦
手
な
乳
牛
に
と
っ
て
は
、
実
は
冬
場

に
乳
量
が
増
え
成
分
も
濃
く
な
る
こ
と
を
、

冬
な
ら
で
は
の
お
す
す
め
の
飲
み
方
「
ホ
ッ

ト
ミ
ル
ク
」
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。『
ペ

ラ
い
ち
』
で
は
、
日
本
の
酪
農
家
戸
数
と
生

乳
生
産
量
の
推
移
、
季
節
別
に
変
化
す
る
乳

成
分
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
『
酪
農
家
の
つ
ぶ
や
き
』
第
二
弾
は
、「
牛

は
春
が
好
き
！
」
と
題
し
て
、
牛
と
春
が
大

好
き
な
群
馬
県
中
之
条
町
関
牧
場
の
関
千
鶴

さ
ん
と
プ
リ

ン
セ
ス
号
に

ご
登
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

関
牧
場
で
は

す
べ
て
の
牛

が
自
家
育
成

牛
で
「
プ
リ

ン
セ
ス
」
の

名
前
を
入
れ
、

愛
情
を
こ
め
て
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

『
春
の
ペ
ラ
い
ち
』
で
は
、
乳
牛
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
『
酪
農
家
の

つ
ぶ
や
き
』
第

三
弾
は
、「
暑

中
お
見
舞
い

モ
ー
ウ
シ
あ
げ

ま
す
！
」
。
Ｐ

Ｏ
Ｐ
を
裏
返
す

と
「
残
暑
お
見

舞
い
モ
ー
ウ
シ
あ
げ
ま
す
！
」
と
な
り
ま

す
。
千
葉
県
八
千
代
市
加
茂
牧
場
の
長
﨑
清

子
さ
ん
が
大
き
な
う
ち
わ
で
牛
を
扇

ぎ
、
酪
農
家
も
牛
も
暑
さ
に
負
け
な
い

姿
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
『
ペ
ラ
い
ち
』
は
『
夏
の
ペ
ラ
い
ち
〜

夏
休
み
特
大
号
〜
』
と
題
し
た
見
開
き

２
ペ
ー
ジ
の
特
大
号
を
発
信
。
消
費
量

が
生
産
量
を
大
き
く
上
回
る
夏
場
の
都

府
県
生
乳
需
給
構
造
を
ど
の
よ
う
に
凌

い
で
い
る
の
か
、
近
年
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
異
常
気
象
の
影
響
を
交
え
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
『
酪
農
の
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
の
夏
と
な
る
本
年
８

月
24
・
25
日
の
２
日
間
、
各
２
回
の
「
夏
休

み
・
親
子
で
オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
ご
招
待

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。「
農
協

牛
乳
」
を
ご
愛
飲
い
た
だ
く
皆
様
か
ら
２
６

０
０
組
を
上
回
る
ご
応
募
が
あ
り
、
北
海
道

山
岸
牧
場
の
オ
ン
ラ
イ
ン
牧
場
体
験
に
60
組

が
当
選
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
で

夏
休
み
中
も
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
小
学

生
の
お
子
様
の
い
る
ご
家
族
に
向
け
、

あ
た
か
も
北
海
道
の
牧
場
を
訪
問
し
た

か
の
よ
う
に
、
酪
農
家
と
牛
た
ち
と
の

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
牧
場
体
験
に
当
選
し
な

か
っ
た
方
の
中
か
ら
は
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
賞

と
し
て
60
名
様
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
保
冷

バ
ッ
グ
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

協
同
乳
業
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

系
統
乳
業
紹
介
●
協
同
乳
業
株
式
会
社

一
杯
を
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
な
か
ま

一
杯
を
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
な
か
ま

震
災
・
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え

消
費
者
に
牛
乳
・
乳
製
品
を
届
け
る

乳
の
価
値
を
最
大
限
に
活
か
し
た

商
品
を
お
客
様
の
も
と
へ

阿蘇 和栗プリン
阿蘇エリアの約50名の生産者が育て
た和栗を使った、香り高くほっくりす
る本格的な味わいのプリンです。

パティレ 誘惑のナッツ
パティシエ監修の香ばしナッツアイ
ス。ピーナッツとチョコ粒の２種の変
化のある食感と、アイス部分のヘーゼ
ルナッツペーストで、奥行きのある味
わいをお楽しみいただけます。

秋の新商品秋の新商品秋の新商品



ま
し
た
。「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
出
等
を
背

景
に
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

需
給
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
安
を
覚

え
た
酪
農
家
及
び
酪
農
関
係
者
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
酪
農
家
の
皆
様
が

搾
っ
た
生
乳
は
、
コ
ロ
ナ
前
後
で
も
変
わ
ら

ず
継
続
的
に
集
送
乳
が
行
わ
れ
、
指
定
団

体
、
全
国
連
等
の
多
大
な
努
力
に
よ
り
、
幸

い
に
も
行
き
場
の
な
い
生
乳
等
は
生
じ
て
お

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
生
乳

需
給
は
年
度
当
初
見
込
み
よ
り
大
幅
に
緩
和

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
酪
農
家
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
乳

生
産
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
本
会

と
し
て
も
指
定
団
体
及
び
会
員
組
織
等
の
皆

様
と
連
携
し
、
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

果
等
を
活
用
し
つ
つ
、
他
団
体
等
と
も
連
携

し
た
新
規
就
農
に
係
る
関
係
者
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
会
と
し
て
も
国
等
の
補
助
事
業
の
実
施
主

体
と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
生
産
現
場
で
直
面
す
る
課
題
解

決
に
資
す
る
た
め
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

関
連
制
度
や
各
種
補
助
事
業
等
を
紹
介
す
る

サ
イ
ト
を
掲
載
し
、
各
地
に
お
け
る
生
産
基

盤
強
化
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す（
写
真
１
）。

た
生
乳
供
給
を
行
う
た
め
に
は
、
引
き
続
き

基
盤
維
強
化
の
取
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間

の
増
産
・
維
持
を
基
本
と
す
る
中
期
需
給
安

定
化
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
過
重
労
働
問
題
、
後
継
者
不
足
等

を
背
景
に
、
酪
農
経
営
者
の
高
齢
化
は
着
実

に
進
展
し
、
廃
業
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨

年
度
実
施
し
た「
酪
農
全
国
基
礎
調
査
」の
結

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
、
需
給
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
な
か
で
の
生
乳
の
完

全
処
理
の
実
現
に
向
け
、
需
給
調
整
リ
ス
ク

が
一
部
地
域
に
偏
在
化
す
る
課
題
へ
の
対
応

と
し
て
、
加
工
リ
ス
ク
平
準
化
対
策
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

(2)
指
定
団
体
の

　
組
織
機
能
強
化
・
流
通
対
策

　

生
乳
流
通
制
度
改
革
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
新
制
度
下
に
お
け
る
環
境
変
化
を
踏
ま

え
た
指
定
団
体
の
組
織
・
需
給
調
整
機
能
の

強
化
・
運
営
へ
の
支
援
等
を
行
う
と
と
も

に
、
国
の
通
知
に
基
づ
く
指
定
団
体
に
よ
る

生
乳
受
託
販
売
業
務
の
合
理
化
に
係
る
推
進

計
画
が
円
滑
に
策
定
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
指
定
団
体
の
生
乳
取
引
交

渉
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、
酪
農
経
営

及
び
牛
乳
乳
製
品
市
場
等
に
係
る
動
向
を
収

集
・
分
析
の
う
え
、
必
要
な
情
報
等
を
随
時

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
衛
生
的
で
安
全
な
生
乳
の
供
給
に

む
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
「
生

乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
毎
年
度

作
成
し
、
指
定
団
体
等
を
通
じ
酪
農
家
へ
配

布
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
消
費
者
の
安

全
・
安
心
へ
の
関
心
の
一
層
の
高
ま
り
を
背

景
に
、
従
来
以
上
に
適
切
な
生
乳
生
産
・
流

通
・
検
査
体
制
を
確
立
し
て
い
く
目
的
で

「
集
乳
業
務
担
当
者
向
け
作
業
手
順

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
を
作
成
し
、
各
現

場
へ
の
普
及
啓
発
、
推
進
に
も
努
め

て
い
ま
す
（
写
真
２
、
３
）。

(3)
酪
農
理
解
醸
成
活
動

　

酪
農
理
解
醸
成
の
活
動
で
は
、
需

給
安
定
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に

各
種
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
自
然
環
境
の
変
化
や
過

疎
化
な
ど
が
進
む
な
か
で
の
、
酪
農

が
果
た
す
役
割
・
価
値
の
再
点
検
・

発
掘
、
啓
発
・
普
及
活
動
、
国
内
酪

農
業
及
び
指
定
団
体
が
行
う
生
乳
受

託
販
売
事
業
等
の
理
解
者
・
応
援
団

の
拡
大
等
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

取
組
み
に
際
し
て
は
、『
牛
乳
が

日
本
を
元
気
に
す
る
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
た
「M

ILK
 
JA
PA
N

」
運

動
の
展
開

と
と
も
に
、

「
牛
乳
の

日
・
牛
乳

月
間
」
等

の
統
一
的

重
点
時
期

等
に
お
い

て
、
指
定
団
体
が
生
産
現
場
に
近
い
強
み
を

活
か
し
た
独
自
活
動
等
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
酪
農
を
通
し
て
食
や
し
ご
と
、
い

の
ち
の
学
び
を
支
援
す
る
」
を
目
的
に
学
校

や
教
育
現
場
等
と
連
携
し
た
「
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
活
動
」
等
の
実
施
を
通
じ
、
日
本

酪
農
や
国
産
の
重
要
性
及
び
酪
農
家
の
生
き

方
等
を
生
活
者
に
直
接
伝
え
る
こ
と
で
、
国

内
酪
農
の
理
解
者
・
応
援
団
の
拡
大
等
を

図
っ
て
い
ま
す
（
写
真
４
、
５
）
。

　

な
お
、
生
活
者
へ
の
理
解
醸
成
を
図
る
上

で
は
、
生
乳
の
安
定
供
給
が
前
提
と
な
り
ま

す
。
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
る
被
災

か
ら
の
迅
速
な
回
復
に
資
す
る
取
組
み
を
後

押
し
す
る
た
め
、
激
甚
災
害
で
被
災
し
た
酪

農
家
に
対
す
る
見
舞
金
を
支
払
う
取
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

酪
農
家
の
皆
様
が
「
誇
り
」

「
や
り
が
い
」
「
夢
」
を
持
て
る

酪
農
産
業
の
確
立
を
目
指
し
て

　

昨
年
春
以
降
、
酪
農
乳
業
界
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
契
機
に
一
変
し

一般社団法人中央酪農会議は、生乳生産者が今後とも安心して生乳生産できる環境の実現に向け
①生乳需給安定化・生産基盤強化対策②指定団体の組織機能強化・流通対策③酪農理解醸成の活動、
を重点事項として各種事業に取り組んでいます。これらの事業についてご紹介いただきます。

for dairy, for farmers!

一般社団法人中央酪農会議一般社団法人中央酪農会議

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
等
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
酪
農
指
導
団
体

　

中
央
酪
農
会
議
は
、
昭
和
37
年
８
月
に
設

立
さ
れ
た
酪
農
指
導
団
体
で
す
。
昭
和
41
年

の
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置

法
（
不
足
払
い
法
）
の
発
足
に
伴
い
、
同
法

に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
指
定
生
乳
生
産
者
団

体
（
以
下
、「
指
定
団
体
」
）
と
酪
農
関
係
全

国
機
関
（
一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
全
国
開
拓

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
農
林
中
央
金
庫
、

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
）
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
款
に
お
い
て
『
生
乳
生
産
者
の
協
同
組

織
に
よ
る
生
乳
受
託
販
売
の
推
進
並
び
に
生

乳
の
供
給
の
安
定
、
流
通
の
合
理
化
及
び
品

質
の
改
善
を
図
り
我
が
国
酪
農
の
健
全
な
発

展
及
び
国
民
の
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。』
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
は
、
生
乳
生
産
者
が
今
後
と
も

安
心
し
て
生
乳
生
産
で
き
る
環
境
を
実
現
で

き
る
よ
う
、
①
生
乳
需
給
安
定
化
・
生
産
基

盤
強
化
対
策
、
②
指
定
団
体
の
組
織
機
能
強

化
・
流
通
対
策
、
③
酪
農
理
解
醸
成
の
活
動

を
重
点
事
項
と
し
て
、
各
種
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

(1)
生
乳
需
給
安
定
化

　
・
生
産
基
盤
強
化
対
策

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
乳
需
給
は
緩
和
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
需
要
期
に
安
定
し

生産者団体紹介 第２回

写真1：中央酪農会議ホームページ
　　　「生産現場の課題解決に活用できる制度・補助事業紹介サイト」

写真2：生乳生産管理チェックシート

写真4：日本で唯一の酪農専門
　　　　フリーマガジン「ミルククラブ」

写真5：「牛乳が日本を元気にする」MILK JAPAN運動
　　　　https://www.milkjapan.net/pc/

写真3：集乳業務担当者向け作業手順
　　　　マニュアル

https://www.dairy.co.jp/
hojoinfo/index.html



国
内
畜
産
分
野
の
方
針
も
明
ら
か
に

例
と
し
て
示
し
て
み
ま
し
た
（
表
１
）。
例
え

ば
、
牛
乳
乳
製
品
の
供
給
は
、
ゴ
ー
ル
２
の

「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
や
ゴ
ー
ル
３
の
「
す
べ
て

の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
酪
農
や
乳
業
に
お
け
る
雇

用
創
出
は
ゴ
ー
ル
８
の
「
働
き
が
い
も
経
済

成
長
も
」
と
関
連
し
ま
す
。
一
方
、
生
乳
生

産
を
行
う
こ
と
で
、
牛
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス

の
発
生
や
牛
乳
乳
製
品
の
製
造
・
輸
送
に
か

か
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
な
ど
環
境
負
荷
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
食
料
生
産
と
環
境
負
荷
な
ど
適

切
な
将
来
の
姿
を
示
し
な
が
ら
持
続
的
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
く
こ
と
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
の
一
つ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
際
的
な
動
向
に
国
内
の
政
策
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
環
境
負
荷

軽
減
と
生
産
性
向
上
、
有
機
農
業
の
促
進
な

ど
の
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
（
表
２
）。

日
本
で
も
農
林
水
産
省
が
２
０
２
１
年
に
食

料
の
安
定
供
給
・
農
林
水
産
業
の
持
続
的
発

展
と
地
球
環
境
の
両
立
を
目
指
し
た
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、
長

期
的
な
観
点
で
生
産
か
ら
消
費
ま
で
、
各
段

階
の
取
り
組
み
と
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質

ゼ
ロ
な
ど
の
環
境
負
荷
軽
減
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
新
技
術
の
開
発
な
ど
）
を
推
進
す
る

と
し
て
い
ま
す
。「
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸

す
。
自
分
だ
け
良
け
れ
ば
、
と
い
う
考
え
方

は
こ
れ
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
酪
農
や
牛
乳
乳
製

品
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
事

決
ば
か
り
で
は
な
く
、
将
来
、
こ
の
世
界
を

担
う
次
世
代
の
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
で
、

何
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
明
る
い
将
来
を
受
け

渡
す
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

ミ
ル
ク
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
構
築
さ
れ
て

い
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
１
滴
も
無
駄
に
せ
ず

こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
国
内
外
の
経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
、
貧
困
と
格
差
が
広
が
る
結
果
と
な
る
な

ど
世
界
全
体
で
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
症
と
と
も
に
、
最
近
で
は
大

規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
気
候
変

動
に
関
す
る
話
題
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
世
界
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
２
０
１
０
年

の
統
計
で
は
、
10
％
を

農
業
分
野
が
占
め
て
い
ま

す
（
図
）。
農
業
分
野
の

内
訳
を
見
る
と
、
家
畜

（
特
に
牛
）
の
消
化
管
か

ら
発
生
し
て
い
る
メ
タ
ン

の
割
合
が
非
常
に
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
や
、
家
畜

に
与
え
る
穀
物
飼
料
を
作

付
け
す
る
た
め
に
多
く
の

土
地
利
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
環
境
負
荷
と
十
分

な
食
料
供
給
の
仕
組
み
を

阻
害
し
て
い
る
と
の
見
方

を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
畜
産
物
は

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
や
微

量
栄
養
素
の
供
給
源
に
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
十
分
な

作
物
が
育
た
な
い
地
域
で

は
、
人
が
食
べ
ら
れ
な
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か

ら
１
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
っ
た
感
染
症
は
、
酪
農
乳
業
に
と

っ
て
も
学
校
給
食
牛
乳
や
業
務
用
乳
製
品
な

ど
消
費
構
造
が
変
化
し
、
今
も
な
お
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
強
靭
な

草
や
食
品
残
さ
な
ど
を
牛
や
鶏
な
ど
が
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
食
料
を
供

給
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
や
食
料
を
め
ぐ
る
社
会
的

課
題
の
解
決
に
向
け
て
始
ま
っ
て
い
る
持
続

可
能
な
酪
農
乳
業
を
目
指
す
国
内
外
の
取
組

み
や
課
題
を
３
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
日
本
で
は
２
０
１
８
年
頃
か

ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
、
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
エ
ス
デ
ィ
ー

ジ
ー
ズ
）
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
連
で
２
０
１
５
年
に
採

択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
２
０
３
０
に
お
い
て
、
国
内
外
で
広

が
る
貧
困
や
格
差
、
地
球
の
環
境
の
変
化
が

も
た
ら
し
た
気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
へ
の

対
応
な
ど
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
十
数
年
で

起
こ
る
と
想
定
さ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

「
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
・
環
境
」
に
移
行

し
、
こ
れ
ら
の
危
機
を
脱
す
る
た
め
、
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
示
さ
れ

た
も
の
で
す
。「
持
続
可
能
な
開
発
」
の
概
念

は
「
将
来
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
つ
つ
現

在
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
よ
う
な
開

発
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
将
来
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
」

と
い
う
こ
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
点
で
す
。
短
期
的
な
課
題
解

化
炭
素
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
実
現
」
を

は
じ
め
、
低
リ
ス
ク
農
薬
へ
の
転
換
や
輸
入

原
料
・
化
石
燃
料
を
原
料
と
し
た
化
学
肥
料

の
使
用
量
を
30
％
低
減
し
、
耕
地
面
積
に
占

め
る
有
機
農
業
の
取
り
組
み
面
積
を
25
％
に

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
労
働
生
産
性
を
３
割

向
上
さ
せ
て
、
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
輸

入
原
材
料
調
達
と
実
現
を
目
指
す
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
分
野
に
お
い
て
も
持
続
的
な

畜
産
物
の
在
り
方
検
討
会
に
お
い
て
中
間
と

り
ま
と
め
が
行
わ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
の
ほ
か
、
畜
産
経
営
の
労
働
力
不

足
へ
の
対
応
、
輸
入
飼
料
に
過
度
に
依
存
し

た
生
産
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
却
、
発
生
家
畜

排
せ
つ
物
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
適
正
化
な
ど
、

今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
政
府
の
方
針
が
明
ら
か
に
な
る

と
、
国
か
ら
の
支
援
策
も
環
境
負
荷
軽
減
や

産
業
の
強
靭
性
を
高
め
る
取
り
組
み
な
ど
に

シ
フ
ト
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

酪
農
乳
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み

は
、
世
界
の
酪
農
団
体
で
あ
る
国
際
酪
農
連

盟
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
が
、
２
０
１
６
年
に
出
し
た

「
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
宣
言
」
か
ら
本
格
的
に
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
持
続
可
能
な
酪
農
産
業
を
目
指

す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
ど
ん
な
行
動
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
、
海
外
の
事
例
な
ど
を
交
え
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

表２　持続可能な食料システムを構築するための政策

次
世
代
に
何
を
残
す
か
、
を
念
頭
に

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
世
界
で
加
速

持
続
的
な
地
球
環
境
を
守
る
取
組
み

牛乳乳製品を通した必要な栄養の供給
酪農教育ファームによる社会貢献

女性がさらに活躍できる環境
農薬・抗菌剤の低減
自然災害への備えと対応

表１　日本の酪農乳業とＳＤＧｓの取組みの事例

果たすべき役割 今後の課題

社
　
会

経
　
済

環
　
境

循環型農業の実現と未利用農地の活用
堆肥活用等有機農業の推進
メタンガス等再生可能エネルギーの活用
エコフィードの利活用

温室効果ガスの削減（メタンなど）
輸入粗飼料依存の低減
水資源・飼料畑の適切な管理
産業廃棄物の低減

担い手・労働力の確保
労働環境の改善
アニマルウェルフェアの向上

酪農業の継続的成長
酪農乳業における雇用創出
外国人材の受け入れ・共生

出典：経済産業省第３回グリーンイノベーション戦略推進会議WG資料

特集①特集①

一般社団法人Ｊミルク　生産流通グループ　関  芳和

日本酪農の展望

持続可能 な 酪農産業 を 目指して
～酪農の明るい未来のために～

図　世界全体と農業分野のカテゴリー別温室効果ガス排出量
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に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
「
ヘ
ル
パ
ー
募
集
情
報
」
だ
け
で

な
く
、
各
利
用
組
合
が
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
の
リ
ン
ク
集
「
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の

活
動
紹
介
」
も
提
供
し
て
い
る
の
で
参
考
に

さ
れ
た
い
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
は
、
酪
農
後
継
者
や
将

来
新
規
就
農
を
目
指
す
者
だ
け
で
な
く
、
専

任
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
生
計
を
立

て
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
者

も
多
く
い
る
。

　

利
用
組
合
は

酪
農
ヘ
ル
パ
ー

を
雇
用
し
て
お

り
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
が
安
心
し

て
長
く
働
け
る

環
境
作
り
を
求

め
ら
れ
て
い

る
。
健
康
保
険

等
の
社
会
保
障

制
度
の
完
備
は

当
然
で
あ
り
、

安
心
し
て
生
活

で
き
る
処
遇
が

大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
は
酪
農

弟
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
度
で
は
酪
農

家
子
弟
は
５
％
程
度
ま
で
減
少
し
非
農
家
出

身
が
９
割
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
の
非
農
家
出
身
者
が
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
募

集
情
報
を
得
る
方
法
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
知
人
や
学
校
紹
介
は
重
要
な
募
集
ル
ー

ト
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
ネ
ッ
ト
社
会
と

な
っ
た
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
求
人
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
で
知
っ
た
と
の
意
見
も
多
数
あ

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
簡
単
に
検
索
で

き
る
情
報
発
信
が
要
員
募
集
す
る
利
用
組
合

臨
時
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
是
非
、
搾
乳
技
術
を
持
つ
酪
農
家
子
弟

の
臨
時
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
登
録
を
お
願
い
し
た

い
。

　

専
任
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
担
い
手
と
し
て
、

酪
農
後
継
者
や
牧
場
従
業
員
等
か
ら
の
酪
農

経
験
者
だ
け
で
な
く
、
酪
農
未
経
験
者
も
増

加
し
て
い
る
。
表
３
は
、
新
人
ヘ
ル
パ
ー
を

対
象
と
し
た
「
出
身
（
実
家
の
職
業
）」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
あ
る
。
２
０
１
０
年
度
で

は
新
人
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
２
割
が
酪
農
家
子

少
の
要
因
は
、
組
織
合
併
に
よ
る
減
少
と
組

織
解
散
に
よ
る
減
少
が
あ
る
が
、
組
織
合
併

の
場
合
は
酪

農
家
は
ヘ
ル

パ
ー
利
用
が

継
続
で
き
る

も
の
の
、
組

織
解
散
の
場

合
は
ヘ
ル
パ

ー
利
用
そ
の

も
の
が
困
難

と
な
る
。

　

ま
た
、
酪

農
家
戸
数
減

少
と
連
動
し

て
そ
れ
ぞ
れ

の
利
用
組
合

の
参
加
戸
数

も
減
少
し
、

小
規
模
化
し

つ
つ
あ
り
酪

農
ヘ
ル
パ
ー

要
員
維
持
が

課
題
と
な
っ

て
来
る
。

　

表
１
の
よ

う
に
参
加
戸

数
10
戸
未
満

の
利
用
組
合

は
２
０
１
０

年
で
30
組
合

で
あ
っ
た
が

　

今
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
は
家
族
型
酪
農

経
営
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
制
度
当

初
に
比
較
し
て
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
巡
る
環

境
や
酪
農
経
営
環
境
そ
の
も
の
が
変
化
し
て

お
り
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
強
化
継
続
の

た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
環
境
の
現
状
を
踏
ま

え
提
案
す
る
。

　

当
全
国
協
会
２
０
２
０
年
８
月
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
利
用
実
態
調
査
で
は
、
全
国
に
２
６
８

利
用
組
合
（
５
休
眠
組
合
を
除
く
）
が
あ

り
、
酪
農
家
１
０
３
８
６
戸
が
参
加
（
利
用

組
合
エ
リ
ア
内
酪
農
家
戸
数
１
２
４
８
６
戸

／
参
加
率
８
３
・
２
％
）
し
て
い
る
。
２
０

１
９
年
度
の
全
国
年
間
利
用
総
日
数
は
２
１

３
４
１
０
日
で
１
利
用
農
家
当
り
の
年
間
平

均
利
用
日
数
は
２
３
・
６
日
（
概
ね
月
２
日

程
度
）
の
利
用
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
要
員
数
は
、
専
任

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
が
１
０
２
４
名
（
前
年
△
19

名
）
、
臨
時
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
が
７
４
９
名

（
前
年
△
40
名
）
で
あ
り
、
１
利
用
組
合
当
り

専
任
３
・
８
名
、
臨
時
２
・
８
名
と
な
っ

た
。

　

利
用
組
合
数
は
表
１
の
左
軸
の
カ
ッ
コ
内

に
示
し
た
よ
う
に
年
々
減
少
し
て
い
る
。
減

２
０
２
０
年
で
は
60
組
合
と
倍
増
し
、
他
の

参
加
戸
数
規
模
の
利
用
組
合
数
は
減
少
し
て

い
る
。

　

特
に
、
酪
農
戸
数
が
少
な
く
酪
農
ヘ
ル
パ

ー
も
少
な
い
利
用
組
合
の
場
合
、
現
状
の
運

営
方
法
が
今
後
も
維
持
継
続
で
き
る
か
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
必
要
か
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
利
用
組
合
の
広

域
化
が
あ
る
。
現
行
の
ル
ー
ル
や
利
用
料
金

体
系
等
に
囚
わ
れ
ず
将
来
を
に
ら
ん
だ
柔
軟

な
思
考
で
、
役
員
だ
け
で
な
く
こ
れ
か
ら
の

地
域
酪
農
を
支
え
る
酪
農
後
継
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
や
雇
用
を

守
る
た
め
の
組
織
合
併
や
地
域
連
携
等
の
検

討
と
、
そ
の
実
現
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
要
員
は
全
国
的
に
多
く
の

利
用
組
合
で
不
足
し
て
い
る
。
表
２
の
と
お

り
専
任
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
は
２
０
０
５
年
を
ピ

ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
臨
時
酪
農
ヘ
ル
パ

ー
は
１
９
９
７
年
の
ピ
ー
ク
時
の
半
分
程
度

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
酪
農
ヘ
ル
パ

ー
要
員
の
減
少
は
酪
農
家
か
ら
の
利
用
希
望

に
対
応
出
来
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
傷
病

等
の
急
な
対
応
に
も
出
来
な
く
な
る
。

　

こ
の
た
め
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
要
員
の
確
保
と

定
着
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
専
任
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
一
般

に
前
月
に
ヘ
ル
パ
ー
利
用
日
程
調
整
を
行

い
、
専
任
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
中
心
に
出
役
先

を
決
め
る
た
め
、
当
月
内
の
緊
急
時
対
応
は

家
の
緊
急
時
対
応
や
定
期
利
用
等
の
ゆ
と
り

確
保
の
た
め
に
出
役
し
て
い
る
が
、
そ
の
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
自
身
の
休
日
確
保
も
大
切
で
あ

る
。

　

表
４
は
過
去
３
年
間
に
退
職
さ
れ
た
専
任

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
勤
続
年
数
で
あ
る
。
こ
の

３
年
間
は
毎
年
２
割
程
度
が
退
職
し
て
い
る

が
、
う
ち
勤
続
３
年
未
満
の
退
職
が
50
％
を

占
め
て
い
る
。
早
期
退
職
の
主
な
理
由
と
し

て
①
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
に
不
向
き
、
②
利
用
組

合
や
酪
農
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

人
間
関
係
に
不
満
、
③
想
像
し
て
い
た
作
業

と
の
相
違
、
④
牧
場
従
業
員
へ
の
転
職
等
の

意
見
が
多
か
っ
た
。
日
頃
、
職
場
内
や
ヘ
ル

パ
ー
作
業
等
の
悩
み
や
相
談
に
つ
い
て
話
し

合
え
る
環
境
を
作
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
我

慢
す
る
環
境
で
は
な
く
安
心
し
て
働
け
る
環

境
作
り
が
定
着
化
へ
導
く
と
考
え
る
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
は
酪
農
家
を
支
え
、
酪
農

家
も
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
支
え
る
「
酪
農
」
と

い
う
車
の
両
輪
の
関
係
に
あ
る
。

　

双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
作

業
改
善
や
創
意
工
夫
に
よ
る
作
業
手
順
の
可

視
化
や
作
業
機
器
の
点
検
確
認
等
が
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
だ
け
で
な
く
家
族
や
牧
場
従
業
員

へ
の
働
き
や
す
い
環
境
作
り
と
な
る
。
是
非

お
願
い
し
た
い
。
作
業
し
や
す
く
な
る
こ
と

が
作
業
時
短
と
な
り
、
酪
農
家
や
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
の
「
働
き
方
改
革
」
と
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

特集②特集②

表１　参加戸数規模別利用組合数の推移

2010年（328組合）

2015年（304組合）

2020年（268組合）

350300250200150100500
10戸未満

10～20戸

20～49戸

50～99戸

100～199戸

200～499戸

500戸以上
60

45

30

70

78

93

84

119

120

35

38

58

1414

1616

1818

5

5

66 3

3

0

表２　酪農ヘルパー要員数の推移

表３　新人専任酪農ヘルパーの出身（実家の職業）

2020年度
（92名）

2010年度
（81名）

2015年度
（77名）

100％90％80％70％60％50％40％30％20％10％0％

酪農家

農家

非農家

5.4%5.4%

18.2%18.2%

19.8%19.8% 12.3%12.3% 67.9%67.9%

80.5%80.5%

90.2%90.2%

1.3%1.3%

4.3%4.3%

一般社団法人酪農ヘルパー全国協会

要員確保と定着促進 に向けた取り組みで

酪農家とヘルパー双方の働き方改革の実現へ

酪農ヘルパー全国協会ホームページ
URL　http://d-helper.lin.gr.jp/

表４　退職した専任酪農ヘルパーの勤続年数
2017～2019年度（3年間）の退職者数と勤続年数区分割合（単位：名）

資料：酪農ヘルパー全国協会「酪農ヘルパー利用に関する資料」

全　　国
（割合）

退職者数
勤続年数

1年未満

525
（100％）

1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10年以上

102
（19.4％）

62
（11.9％）

92
（17.5％）

141
（26.9％）

125
（23.8％）

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
と

要
員
数
の
現
状

定
着
促
進
の
た
め
の
環
境
作
り

酪
農
家
へ
の
お
願
い

ヘ
ル
パ
ー
要
員
の
確
保
に
向
け
て

利
用
組
合
の
組
織
合
併
や

地
域
連
携
に
よ
る
広
域
化
に
つ
い
て

酪農ヘルパー及び利用組合の現状と課題



て
特
徴
や
対
処
が
異
な
る
た
め
、
乳
房
炎
の

乳
汁
を
検
査
し
て
特
定
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
（
表
１
、
図
１
）。
こ
の
よ
う
な
乳
房
炎
乳

か
ら
の
個
体
検
査
の
ほ
か
、
群
検
査
と
し
て

バ
ル
ク
乳
を
定
期
的
に
検
査
し
、
乳
房
炎
の

原
因
と
な
る
微
生
物
の
有
無
や
菌
数
の
季
節

に
よ
る
変
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
（
表
２
）。

　

乳
汁
や
器
具
、
人
の
手
を
介
し
て
他
の
乳

房
（
他
の
牛
）
か
ら
感
染
す
る
伝
染
性
の
細

菌
が
バ
ル
ク
乳
か
ら
検
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
感
染
牛
を
特
定
し
て
治
療
や
隔
離
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
舎
環
境
中

に
存
在
す
る
微
生
物
が
バ
ル
ク
乳
か
ら
多
量

に
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
飼
養
管
理
や
搾

乳
方
法
に
問
題
が
起
き
て
い
な
い
か
確
認

し
、
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
の
検

査
項
目
に
加
え
、
令
和
３
年
８
月
１
日
よ
り

　

乳
房
炎
は
、
微
生
物
の
感
染
に
よ
る
乳
腺

の
炎
症
で
す
。

　

普
段
は
、
乳
房
内
に
微
生
物
が
侵
入
し
な

い
よ
う
に
乳
頭
口
を
固
く
閉
め
、
も
し
微
生

物
が
侵
入
し
て
も
白
血
球
で
退
治
し
よ
う
と

し
ま
す
。
し
か
し
、
搾
乳
方
法
や
畜
舎
衛
生

が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
免
疫
力
が
弱
い

と
、
乳
頭
か
ら
微
生
物
が
侵
入
し
、
定
着
・

増
殖
し
て
乳
房
炎
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

乳
房
炎
で
は
微
生
物
と
白
血
球
の
戦
い
が

起
こ
り
、
乳
腺
の
細
胞
が
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ

を
う
け
ま
す
。
そ
の
た
め
、
乳
汁
の
体
細
胞

数
（
剥
が
れ
落
ち
た
乳
腺
の
細
胞
と
白
血
球

の
数
）
の
増
加
や
乳
量
の
低
下
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
表
れ
ま
す
。
乳
房
が
腫

れ
る
、
痛
み
が
あ
る
、
乳
汁
中
に
凝
固
物

（
ブ
ツ
）
が
出
る
な
ど
が
一
般
的
で
す
が
、
症

状
が
重
い
場
合
に
は
発
熱
や
呼
吸
数
・
脈
拍

数
の
増
加
、
起
立
困
難
な
ど
全
身
の
症
状
が

で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
見
た
目
に

は
症
状
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
一
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

乳
房
炎
に
よ
る
経
済
的
な
損
失
は
、
症
状

が
出
て
い
る
場
合
に
は
抗
生
剤
に
よ
る
治
療

コ
ス
ト
と
手
間
、
そ
れ
に
と
も
な
う
出
荷
制

限
期
間
の
生
乳
の
廃
棄
、
牛
の
廃
用
・
淘
汰

や
死
亡
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
症
状
が
出
て

い
な
く
て
も
乳
量
の
低
下
に
よ
る
損
失
が
意

外
に
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
房
炎
の
原
因
と
な
る
微
生
物
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
微
生
物
に
よ
っ

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
の
検
査
が
新
規
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
（
表
３
）。

　

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
性
乳
房
炎
は
、
発
生
件

数
は
少
な
い
も
の
の
、
ひ
と
た
び
農
場
内
で

発
生
す
る
と
甚
大
な
被
害
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
は
細
菌
よ
り
小

さ
い
病
原
体
で
す
の
で
、
一
般
的
な
細
菌
数

検
査
で
は
検
出
さ
れ
ず
、
専
用
の
検
査
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

乳
房
炎
を
引
き
起
こ
す
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

は
10
種
類
程
度
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
菌

種
に
よ
っ
て
病
原
性
が
異
な
り
ま
す
。
「
マ

イ
コ
プ
ラ
ズ
マ 

ボ
ビ
ス
」
「
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ 

ボ
ビ
ジ
ェ
ニ
タ
リ
ウ
ム
」
「
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
カ
ム
」
は
病
原
性
が
高

く
、
特
に
ボ
ビ
ス
は
症
状
が
重
篤
で
、
伝
染

力
が
強
く
瞬
く
間
に
感
染
牛
が
増
え
て
い
く

た
め
、
い
ち
早
く
陽
性
牛
を
特
定
し
て
隔
離

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
乳
房
炎
だ

け
で
な
く
、
子
牛
の
呼
吸
器
病
や
関
節
炎
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

体
細
胞
数
、
細
菌
数
（
７
項
目
）
の
測
定

に
あ
わ
せ
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

経
済
的
な
損
失
の
大
き
い
乳
房
炎
の
概
要

〜
バ
ル
ク
乳
検
査
に
よ
り
迅
速
な
対
応
を
〜

経
済
的
な
損
失
の
大
き
い
乳
房
炎
の
概
要

〜
バ
ル
ク
乳
検
査
に
よ
り
迅
速
な
対
応
を
〜

全
農
家
畜
衛
生
研
究
所
ク
リ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

表１　乳房炎の感染経路と病原体（牛病学より改編）

表２　バルク乳検査の検査項目（例）

バ
ル
ク
乳
検
査
で
乳
房
炎
対
策
を

乳
房
炎
の
症
状

乳
房
炎
か
ら
守
る
た
め
に
は

原
因
の
特
定
が
大
切

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
性
乳
房
炎

に
つ
い
て

図1　農林水産省家畜共済統計表 全国統計表
　　（平成30年度）病傷事故病名別件数より作図

表３　新しく開始するマイコプラズマの検査項目

黄色ブドウ球菌
無乳性レンサ球菌
コリネバクテリウム・ボビス
マイコプラズマ属
環境性のレンサ球菌

環境性のブドウ球菌
（コアグラーゼ陰性ブドウ球菌）

大腸菌群（大腸菌、クレブシエラなど）
トゥルエペレラ・ビオゲネス
緑膿菌
酵母様真菌
藻類（プロトセカ・ゾフィ）

牛舎・糞便・敷料・皮膚・水などの
環境から感染

乳房炎検査
7項目セット

SCC

生菌数

耐熱性菌数

SA数
SAG数

CNS数

OS数
大腸菌群数

乳腺細胞と白血球の数

一般的な生菌の数

低温殺菌しても生存できる菌の数

黄色ブドウ球菌の数
無乳性レンサ球菌の数

環境性のブドウ球菌
（コアグラーゼ陰性ブドウ球菌）の数

環境性のレンサ球菌の数
糞便や敷料にふくまれる大腸菌群の数

増菌Myco.spp/PCR

増菌M.bovis/PCR
増菌M.bvg/PCR
菌M.cal/PCR

マイコプラズマのスクリーニング検査

マイコプラズマ ボビスの検出
マイコプラズマ ボビジェニタリウムの検出
マイコプラズマ カリフォルニカムの検出

検査項目 検査の内容 備　考

検査項目 検査の内容 備　考検査内容

病原体感染経路

牛群内の潜在性乳房炎の指標となる

潜在性乳房炎乳の混入や、バルクタンクの洗浄不良、冷却
不良、搾乳衛生などの指標となる

バルクタンクや搾乳システムの洗浄不良などの指標となる

乳汁を介して伝搬する細菌。感染牛を特定することが重要

主に環境中から感染する細菌。飼養環境の衛生状態や搾乳
衛生などの指標となる

マイコプラズマの有無および病原性の強いグループか弱い
グループかの分類が可能

スクリーニング検査で病原性が強いグループのマイコプラ
ズマが検出された場合に行う追加検査。菌種の同定を行う。

●
連
絡

各
種
検
査
を
ご
利
用
の
際
は
、
お
近
く
の

Ｊ
Ａ
・
経
済
連
・
く
み
あ
い
飼
料
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

牛から牛に感染

体細胞数

乳房炎の割合

その他の細菌
55％

レンサ球菌
17％

大腸菌
11％

黄色ブドウ球菌
6％

トゥルエペレラ
・ビオゲネス
　　1％

その他の微生物
4％

真菌
1％

緑膿菌
0％

コアグラーゼ
陰性ブドウ球菌
　　　5％

検体調整

培地写真（培養後）



(2)
豪
州
航
路

況
は
年
末
ま
で
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
盆
地
（
灌
漑
地
域
）
に
お
け
る

チ
モ
シ
ー
全
体
の
生
産
量
は
昨
年
並
み
で
し
た

が
、
そ
の
多
く
が
上
級
品
と
し
て
収
穫
さ
れ
た

一
方
で
中
級
以
下
品
の
発
生
は
限
定
的
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
天
水
地
域
で
は
旱
魃
に
よ
る

　

９
月
中
旬
に
お
い
て
６
番
刈
の
収
穫
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
・
海
外
向
け
需
要
が
旺

盛
な
た
め
、
引
き
続
き
相
場
は
堅
調
で
、
特
に

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
中
級
以
下
品
へ
の
購
買
に

も
積
極
的
な
様
子
で
す
。
ま
た
、
中
国
は
今
年

市
場
へ
の
参
入
は
遅
か
っ
た
も
の
の
、
直
近
で

は
積
極
的
に
購
買
を
続
け
追
い
上
げ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
盆
地
南
部
か
ら
北
部
に
か
け
て

多
く
の
生
産
者
が
９
月
中
旬
に
お
い
て
４
番
刈

を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
〜
８
月
に
か
け
て
の
過

度
な
高
温
・
乾
燥
気
候
は
落
ち
着
き
、
気
温
が

低
下
し
た
こ
と
も
あ
り
、
牧
草
の
品
質
と
し
て

は
色
目
が
良
く
、
葉
付
き
が
良
い
も
の
が
収
穫

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
降
雨
が
少
な
か
っ
た
影
響
か
ら
、

９
月
上
旬
に
は
輸
出
業
者
か
ら
の
購
買
圧
力
の

高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
タ
ナ

州
、
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ア
イ
ダ
ホ
州
、
北
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
か
ら
の
購
買
者
の
参
入
も
見
ら
れ
、

米
国
西
海
岸
全
体
と
し
て
牧
草
不
足
と
な
る
な

か
相
場
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状

単
収
の
落
ち
込
み
か
ら
チ
モ
シ
ー
生
産
量
は
前

年
比
60
〜
70
％
程
度
と
み
ら
れ
る
中
、
灌
漑
地

域
同
様
に
中
級
以
下
品
の
発
生
は
限
定
的
で
し

た
。

　

他
方
、
需
要
面
に
お
い
て
は
、
旱
魃
は
近
隣

州
の
放
牧
地
の
草
不
足
含
め
た
深
刻
な
牧
草
不

足
を
引
き
起
こ
し
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
だ
け
で

な
く
、
チ
モ
シ
ー
や
そ
の
他
イ
ネ
科
牧
草
類
へ

の
国
内
需
要
も
非
常
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
輸
出
業
者
は
必
要
数
量
を
確

保
す
べ
く
高
め
の
価
格
を
牧
草
生
産
者
へ
提
示

す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
上
回
る
価
格
で
国
内
需

要
者
が
購
買
を
進
め
て
い
る
結
果
、
輸
出
業
者

が
買
い
負
け
る
状
況
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
中
旬
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
バ
レ
ー
灌
漑
局

か
ら
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
６
３
０
１
エ
ー
カ

ー
が
灌
漑
さ
れ
て
い
ま
す
（
前
年
同
月
：
２
４

７
３
６
エ
ー
カ
ー
、
先
月
：
３
７
９
５
１
エ
ー

カ
ー
）
。

　

現
地
で
は
、
生
産
量
不
足
と
旺
盛
な
需
要
に

よ
り
、
在
庫
は
か
な
り
限
ら
れ
た
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け

て
の
降
雨
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
遅
蒔
き
の
１

番
刈
お
よ
び
２
番
刈
の
一
定
量
は
輸
出
に
は
向

か
な
い
品
質
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
旱
魃
の
影

響
か
ら
、
今
年
は
雨
あ
た
り
品
で
あ
っ
て
も
国

内
か
ら
の
需
要
が
旺
盛
で
す
。
ま
た
、
今
年
は

上
級
品
と
中
級
以
下
品
と
の
価
格
差
が
小
さ
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
産
の
ス
ー
ダ
ン
生
産
に
お
け
る

生
産
者
の
課
題
は
、
肥
料
価
格
の
上
昇
、
農
作

業
の
た
め
の
人
件
費
上
昇
、
燃
料
価
格
の
上
昇

で
し
た
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
水
不
足
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
、
特
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
や
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
今
後
イ
ン
ペ
リ

ア
ル
バ
レ
ー
の
生
産
者
か
ら
水
を
購
入
す
る
可

能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
中
旬
に
お
い
て
は
５
番
刈
が
開
始
さ
れ

る
時
期
で
す
。
今
年
は
チ
モ
シ
ー
や
ス
ー
ダ
ン

が
高
額
な
こ
と
を
背
景
に
日
本
か
ら
の
需
要
が

堅
調
で
す
。
８
月
下
旬
お
よ
び
９
月
上
旬
の
降

雨
の
影
響
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
ク
レ
イ
ン
が

雨
あ
た
り
に
あ
っ
た
模
様
で
す
。

　

収
穫
は
終
了
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
収
穫
量

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

灌
漑
か
天
水
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
収
量
に
差
が

見
ら
れ
る
様
子
で
す
。
例
え
ば
、
フ
ェ
ス
ク
グ

ラ
ス
に
つ
い
て
は
灌
漑
さ
れ
た
圃
場
か
ら
の
収

穫
量
は
例
年
ど
お
り
で
す
が
、
全
体
と
し
て
は

20
〜
25
％
程
度
低
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
ペ
レ
ニ
ア
ル
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ア
ル

ラ
イ
グ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
灌
漑
の
圃
場
で
は
収

量
が
良
く
緑
色
が
濃
い
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

天
水
の
圃
場
で
は
収
量
が
低
く
色
目
が
明
る
い

傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

９
月
中
旬
か
ら
新
穀
の
収
穫
が
西
豪
州
内
陸

部
で
開
始
し
ま
し
た
。
例
年
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

収
穫
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
品
質
確
認
や
収
穫

量
の
内
容
は
こ
れ
か
ら
確
認
さ
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。
今
後
、
西
豪
州
か
ら
南
豪
州
、
ビ
ク
ト

リ
ア
州
の
順
に
、
10
月
上
〜
中
旬
ま
で
間
、
収

穫
・
ベ
ー
リ
ン
グ
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
長
期

天
気
予
報
で
は
９
月
末
〜
11
月
ま
で
東
豪
州
エ

リ
ア
を
中
心
に
全
豪
で
最
大
50
㎜
ま
で
の
降
雨

が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
農
家
は
天
候
を
見

な
が
ら
収
穫
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

豪
州
産
牧
草
を
取
巻
く
環
境
と
し
て
、
①
２

０
２
１
年
２
月
末
に
中
国
へ
の
輸
出
許
可
期
限

が
切
れ
、
再
開
の
見
込
み
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
。

②
豪
州
国
内
の
畜
産
相
場
が
好
調
な
た
め
、
低

級
品
や
ス
ト
ロ
ー
を
中
心
に
、
国
内
需
要
が
旺

盛
に
な
っ
て
い
ま
す
。
③
北
米
牧
草
の
相
場
が

高
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
韓
国
か
ら
の
強
い
引
き

合
い
が
入
っ
て
い
ま
す
。
④
海
上
運
賃
の
上
昇

が
引
き
続
き
発
生
し
て
お
り
、
輸
出
業
者
が
品

代
へ
の
転
嫁
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

状
況
に
よ
り
、
輸
出
業
者
の
旧
穀
在
庫
は
、
上

位
品
と
低
級
品
は
限
定
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

中
級
品
は
追
加
購
買
可
能
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　　

ア
ジ
ア
発
北
米
向
け
の
貨
物
量
は
、
米
国
の

ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
に
向
け
取
扱
量
が
旺
盛
な
状

粗
飼
料
産
地
情
勢

全
農
グ
レ
イ
ン
株
式
会
社  

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
支
店

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
続
く
旺
盛
な

往
航
貨
物
量
は
過
去
５
年
を
み
て
も
最
大
の
取

扱
量
と
な
っ
て
お
り
、
収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

直
近
で
は
太
平
洋
岸
南
西
部
（
Ｐ
Ｓ
Ｗ
）
の

貨
物
を
船
積
み
す
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
／
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
（
Ｌ
Ａ
／
Ｌ
Ｂ
）
港
の
混
雑
が
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
の
変
異

株
の
拡
大
に
よ
り
、
港
湾
作
業
員
不
足
と
な
っ

て
い
る
こ
と
と
、
北
米
内
陸
に
お
け
る
コ
ン
テ

ナ
滞
留
が
あ
り
ま
す
。
沖
に
て
荷
役
を
待
つ
コ

ン
テ
ナ
船
の
滞
船
状
況
は
依
然
と
し
て
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
平
均
し
て
１

〜
２
ヵ
月
程
度
の
遅
延
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
岸
北
西
部
（
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
の
貨
物
を
船

積
み
す
る
シ
ア
ト
ル
／
タ
コ
マ
港
で
は
Ｌ
Ａ
／

Ｌ
Ｂ
港
ほ
ど
の
混
雑
は
比
較
的
少
な
い
も
の

の
、
空
コ
ン
テ
ナ
不
足
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

通
り
貨
物
が
輸
出
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
積
の
Ｇ
Ｒ
Ｉ
（
海
上
運
賃
一
括
値
上

げ
）
に
つ
い
て
は
一
部
船
社
で
実
施
さ
れ
、
10

月
積
に
つ
い
て
も
複
数
社
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

さ
れ
て
お
り
、
若
干
落
ち
着
い
た
運
賃
値
上
げ

が
再
燃
す
る
見
通
し
で
す
。

　

豪
州
航
路
で
は
、
北
米
航
路
同
様
の
混
乱
が

継
続
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
日
本
到
着
後

の
コ
ン
テ
ナ
返
却
の
遅
れ
を
理
由
と
し
て
、
ブ

ッ
キ
ン
グ
を
受
け
付
け
な
い
な
ど
強
制
的
な
措

置
を
取
っ
て
い
ま
す
。
当
初
入
港
予
定
か
ら
２

ヵ
月
以
降
の
遅
延
が
発
生
す
る
こ
と
が
珍
し
く

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

米
国
産
ク
レ
イ
ン
グ
ラ
ス

海
上
運
賃
情
勢

米
国
産
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス

米
国
産
チ
モ
シ
ー
ヘ
イ

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
ヘ
イ

　

米
国
産
ラ
イ
グ
ラ
ス
、

フ
ェ
ス
ク
ス
ト
ロ
ー

(1)
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
バ
レ
ー

(1)
北
米
航
路

(2)
ワ
シ
ン
ト
ン
州
コ
ロ
ン
ビ
ア
盆
地

【インペリアルバレー　アルファの圃場】

【インペリアルバレー　スーダンの圃場】

豪
州
産
オ
ー
ツ
ヘ
イ

【ペレニアルライグラスの圃場】

【東豪州のオーツヘイ圃場と生育状況の写真】



援
に
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
有
効
活
用

さ
れ
、「
ス
ー
パ
ー
で
手
に
入
ら
な
い
中
、
安

く
た
く
さ
ん
手
に
入
り
嬉
し
い
で
す
」
「
生

産
者
の
方
々
に
感
謝
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
多
く
の
購
入
者
の
声
も
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
昨
年
10
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
タ

ウ
ン
内
に
全
農
酪
農
部
の
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る

「
酪
市
酪
座
〜
う
し
さ
ん
か
ら
の
お
す
そ
わ
け

〜
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
部
内
か
ら
立

候
補
し
た
若
手
５
人
を
中
心
に
立
ち
上
げ
、

消
費
者
の
目
線
に
立
っ
て
、
ど
ん
な
セ
ッ
ト

に
す
る
か
な
ど
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
中
で

も
お
客
様
に
分
か
り
や
す
く
商
品
情
報
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
、
商
品
の
写
真
撮
影
に
は

苦
戦
し
ま
し
た
。

　
「
酪
市
酪
座
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
プ
名
は
、
部

内
で
募
集
し
、
戦
国
時
代
の
〝
楽
市
楽
座
〞

を
も
じ
り
乳
製
品
の
販
売
を
通
し
て
酪
農
を

盛
り
上
げ
た
い
！
と
い
う
想
い
を
こ
め
て
名

づ
け
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
が
経
ち
、
１
番
人
気

の
バ
タ
ー
セ
ッ
ト
を
は
じ
め
多
く
の
ご
注
文

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
う
ち
生
活
が
増
え

て
、
子
供
た
ち
と
パ
ン
や
お
菓
子
を
作
る
機

会
が
増
え
た
の
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
！
」

「
牛
さ
ん
と
酪
農
家
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が

ら
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
ま
す
」
な
ど
応
援

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
励
み
に
日
々
販
売
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
今
も
な
お
牛
乳
・
乳
製
品
の
需

　

そ
こ
で
全
農
酪
農
部
で
は
、
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン

を
活
用
し
業
務
用
バ
タ
ー
を
直
接
ご
家
庭
に

お
届
け
す
る
取
組
み
に
着
手
、
そ
の
ニ
ー
ズ

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
サ
イ
ト
上
で
は
酪
農
の
現
状
や
消
費
者

の
疑
問
に
答
え
る
情
報
も
書
き
込
む
こ
と
が

で
き
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
情
勢
理
解
と
応

要
は
落
ち
込
み
、
過
剰
な
乳
製
品
在
庫
（
特

に
脱
脂
粉
乳
）
が
業
界
と
し
て
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
酪
市
酪
座

で
は
、
脱
脂
粉
乳（
よ
つ
葉 

北
海
道
ス
キ
ム
ミ

ル
ク
１
５
０
ｇ
）の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

脱
脂
粉
乳
は
、
低
脂
肪
で
た
ん
ぱ
く
質
や

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、
栄
養
価
に
優
れ

て
お
り
、
普
段
の
料
理
や
食
事
に
加
え
る
こ

と
で
、
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
簡
単
に
補

え
ま
す
。
使
い
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
乳

製
品
で
す
が
、
実
は
使
い
勝
手
が
よ
く
、
レ

シ
ピ
や
食
べ
方
を
発
信
し
て
い
き
、
消
費
拡

大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
脱
脂
粉
乳
（
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
）

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

是
非
、
お
試
し
く
だ
さ
い
！

　

昨
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
初
め
て
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
た
こ
ろ
、
巣
ご
も
り
需
要
で
家
庭
用
バ

タ
ー
が
一
時
的
に
品
薄
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
外
出
自
粛
に
よ
り
外
食
や
土
産

菓
子
向
け
の
業
務
用
バ
タ
ー
の
消
費
は
激
減

し
、
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

酪市酪座がオープンから1周年を迎えました

消費者からの応援メッセージを励みに
これからも国産牛乳・乳製品の消費拡大

さつまいも………………400g

★食塩不使用バター……50g

★生クリーム……………100ml

スキムミルク………50g

ぬるま湯……………100ml

無塩バター…………20g

★とりもも肉………1枚

★じゃがいも………1個

アカウント名
　酪市酪座
　～うしさんからのおすそわけ～
 【公式】／ JA全農酪農部

QRコード

【アカウント概要】

ユーザー名　＠Jatown_rakuichi

酪市酪座を立ち上げた5人の担当者

①ぬるま湯にスキムミルクを入れ溶かしておく。 

②★の材料を一口大にカットする（じゃがいもはお好みで皮をむいてください）。

③なべにバターを入れ溶けたら、とり肉を色が変わるまで炒める。とり肉に焼き色が
ついたら、★の野菜をすべて入れる。

④野菜がしんなりしてきたら、小麦粉を振り入れ、よく絡ませるように炒める。　　
その後、水を加えて野菜がやわらくかくなるまで煮込む。

⑤野菜がやわらかくなったら、ぬるま湯で溶かしたスキムミルクをと冷凍ブロッコ
リーをいれて、ひと煮立ちさせる。最後に塩コショウで味を整えたら完成。

スキムミルクde ルゥなしシチュー

①さつまいもを輪切りにして、600W・8分ほどレンジで加熱する。

②竹串がスッと刺せるようになったらOK。

③出来るだけ熱いうちに、爪楊枝などを使って皮むく。

④皮をむいたら、マッシャーなどで潰す。

⑤潰したら、★の材料をすべて入れよく混ぜる。

⑥よく混ぜたら、成形してつや出しに、表面に卵黄をぬる。

⑦160℃のオーブンで、10分ほど焼いたら完成！

練乳でつくるスイートポテト

★玉ねぎ………………1/2個

★にんじん……………1/2個

冷凍ブロッコリー……100g

小麦粉…………………10g

水………………………300ml

★コンデンスミルク……70g

★スキムミルク…………20g

★バニラオイル…………数滴

材  料

作り方

●さつまいもの皮は出来るだけ熱いうちにむくと、簡単にむけます。　　
（※やけど注意）

●しっとり感を大事にしたいため、火練はしていません。

●あらかじめ、スキムミルクを溶かしておくとダマになりません。

●ブロッコリーは下茹など手間がかかるため、冷凍のものを使うと手間がは
ぶけます。煮込みすぎると、食感がなくなるため最後に加えるのがポイン
トです。

●小麦粉は焦げやすいため、なべをよく振って食材に絡ませるように炒めて
ください。

ポイント

材  料

作り方

ポイント

Twitter でもレシピを紹介して
いますので、是非ご覧ください！

④

①

④

②

③

⑥

⑤

③

②



第１４回 全農学生「酪農の夢」コンクール

日 時 11月26日(金)10時～ オンライン開催
主 催 全国農業協同組合連合会
後 援 農林水産省・（独）農畜産業振興機構 他
併 催 第15回 全農学生「酪農の夢」コンクール

第37回全農酪農経営体験発表会 最優秀賞
静岡県富士宮市 富士丸西牧場 佐々木 剛さん
第37回全農酪農経営体験発表会 最優秀賞
静岡県富士宮市 富士丸西牧場 佐々木 剛さん

これまでの発表会の作品を
ご覧いただけるＷｅｂサイト 酪農　発表会

100年先のふるさとの味や美しい景色のために、
良い土、良い牛を作って、次の世代に繋ぐ。
私たちはこれからも開拓を続けていきます。

100年先のふるさとの味や美しい景色のために、
良い土、良い牛を作って、次の世代に繋ぐ。
私たちはこれからも開拓を続けていきます。

第3９回 全農酪農経営体験発表会第3９回 全農酪農経営体験発表会

https://forms.office.com/r/dQdEPMtj5G

事前視聴申込は
こちらから！

〒100-6832 東京都千代田区大手町1-3-1 JAビル ☎03-6271-8265
2021年10月発行  「酪農のなかま」  No.139


